
政

令

告

示

平成™›年˜™月œ日 水曜日 第œ ›˜号官 報

住
所
京
都
市
上
京
区
小
川
通
今
出
川
上
る
中
小
川
町

2
4
2番
地

南
昌
孝
昭
和
6
1年
８
月
2
5日
生

住
所
京
都
市
山
科
区
小
野
御
所
ノ
内
町
１
番
地
4
7

宋
生
世
昭
和
4
8年

1
0月

1
9日
生

住
所
京
都
市
伏
見
区
深
草
勧
進
橋
町
7
6番
地
２

李
九
吾
昭
和
1
8年
９
月
２
日
生

崔
光
子
昭
和
2
1年
７
月
1
7日
生

李
香
昭
和
4
6年
１
月
５
日
生

住
所
京
都
市
伏
見
区
深
草
加
賀
屋
敷
町
2
1番
地
1
3

李
相
勳
昭
和
4
9年
９
月
1
5日
生

住
所
京
都
市
南
区
東
九
条
上
御
霊
町
3
5番
地

®
永
煥
昭
和
6
0年
３
月
2
2日
生

住
所
京
都
市
伏
見
区
深
草
一
ノ
坪
町
4
1番
地

李
智
昭
和
4
6年
８
月
４
日
生

住
所
京
都
市
右
京
区
梅
津
徳
丸
町
1
5番
地
2
3

金
鐘
淳
昭
和
2
6年
７
月
3
0日
生

金
由
佳
昭
和
5
5年

1
0月

3
1日
生

住
所
京
都
市
南
区
東
九
条
東
御
霊
町
６
番
地
５

文
利
夏
昭
和
6
2年
５
月
2
0日
生

住
所
京
都
市
下
京
区
寺
町
通
五
条
上
る
西
橋
詰
町

7
4
4

番
地
２

ã
志
織
昭
和
4
7年
８
月
1
1日
生

住
所
京
都
市
中
京
区
壬
生
松
原
町
１
番
地
4
8

ã
將
樹
昭
和
5
6年
８
月
1
3日
生

住
所
京
都
府
八
幡
市
八
幡
柿
ケ
谷
5
3番
地
９

朴
春
¢
昭
和
1
2年
９
月
1
0日
生

李
壽
任
昭
和
1
5年
２
月
1
4日
生

住
所
京
都
府
舞
鶴
市
字
引
土
2
7
3番
地
１

河
充
昭
和
5
2年
９
月
７
日
生

住
所
岐
阜
県
多
治
見
市
本
町
３
丁
目
1
5
0番
地
１

金
優
佳
昭
和
5
9年
２
月
1
9日
生

住
所
大
阪
府
守
口
市
寺
方
元
町
３
丁
目
７
番
1
6号

Ô
美
幸
昭
和
6
0年

1
0月

2
3日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
六
名
３
丁
目
５
番
地
2
3

朴
良
子
昭
和
5
4年
２
月
2
8日
生

住
所
大
阪
府
松
原
市
天
美
南
６
丁
目
６
番
2
0号

金
東
©
昭
和
4
5年
５
月
1
3日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
２
丁
目
１
番
2
1号

康
昌
美
昭
和
5
5年
１
月
2
4日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
池
之
端
町
５
番
５
号

ã
省
吾
昭
和
5
9年
７
月
９
日
生

海
上
運
送
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
十
八
号

海
上
運
送
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八

十
七
号
）
第
四
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
上
運
送
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
七
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中
「
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
で
地

方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）が

行
う
も
の
」
を
「
第
四
十
五
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定

め
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
」
に
改
め
、
第
三
号
を
第
四

号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
三
十
九
条
の
五
第
二
項
及
び
第
六
項
に
規
定

す
る
職
権

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
八
号

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年

少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る

事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関

す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十

一
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
法
人
か

ら
、
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
四

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

小
平

忠
正

一

社
団
法
人
東
京
都
猟
友
会
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
東
京
都
猟
友
会

_

変
更
後
の
名
称

公
益
社
団
法
人
東
京
都
猟
友
会

`

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
四
年
九
月
三
日

二

社
団
法
人
和
歌
山
県
猟
友
会
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
和
歌
山
県
猟
友
会

_

変
更
後
の
名
称

一
般
社
団
法
人
和
歌
山
県
猟
友

会
`

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
四
年
七
月
二
日

三

社
団
法
人
広
島
県
猟
友
会
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
広
島
県
猟
友
会

_

変
更
後
の
名
称

一
般
社
団
法
人
広
島
県
猟
友
会

`

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日法

務
大
臣

滝

実

住
所
兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
西
脇
5
5
8番
地
1
6

徐
昌
M
昭
和
4
7年
１
月
2
4日
生

住
所
兵
庫
県
明
石
市
魚
住
町
金
ヶ
崎
1
5
3
9番
地
1
1
3

徐
明
美
昭
和
4
9年
７
月
６
日
生

住
所
兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
区
阿
成
鹿
古
7
0
5番
地
６

李
M
順
昭
和
2
5年
６
月
1
6日
生

住
所
兵
庫
県
洲
本
市
本
町
１
丁
目
２
番
2
8号

申
晃
司
昭
和
3
9年

1
1月

1
1日
生

住
所
福
岡
市
博
多
区
大
博
町
３
番
1
5号

柳
春
子
昭
和
1
0年
９
月
1
6日
生

白
雄
一
昭
和
5
3年
３
月
2
7日
生

住
所
福
岡
市
東
区
馬
出
３
丁
目
８
番
１
`
4
1
3号

白
淑
恵
昭
和
4
4年
４
月
２
日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
伊
興
５
丁
目
1
1番

1
3
`
3
0
5号

姜
元
美
昭
和
5
5年
１
月
１
日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
清
澄
１
丁
目
２
番
2
4
`
3
0
3号

E
正
淑
昭
和
3
9年
６
月
2
8日
生

住
所
京
都
市
左
京
区
上
高
野
東
氷
室
町
６
番
地
1
7

金
正
{
昭
和
3
0年

1
1月
５
日
生

海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
十
七
号

海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）附
則
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日

は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
一
日
と
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第
二
項
中
「
含
む
。）並
び
に
」
を
「
含
む
。）、」に
、「
に

規
定
す
る
」
を
「
並
び
に
第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
に
規

定
す
る
」
に
改
め
、「
地
方
運
輸
局
長
」
の
下
に「（
運
輸
監

理
部
長
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

本
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
四
十
五
条
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
国
土

交
通
大
臣
の
職
権
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
運
輸

支
局
又
は
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
若
し
く
は
運
輸

支
局
の
事
務
所
の
管
轄
区
域
内
に
所
在
す
る
船
舶
に
関

す
る
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
権
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
四
年
十
二
月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
十
九
号

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七

十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
八
項

中
「
及
び
前
項
」
を
削
り
、同
項
を
附
則
第
四
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

厚
生
労
働
大
臣

三
井

辨
雄

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦
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